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平成31年度　裾野市歳入歳出予算の概要

◎各種会計予算総括表 (単位：千円)

平成31年度 平成30年度 増減額 増減率

一般会計 21,353,000 20,800,000 553,000 2.7%

特別会計 8,619,200 8,613,099 6,101 0.1%

国民健康保険 4,540,000 4,733,000 △ 193,000 △4.1%

後期高齢者医療事業 549,000 537,000 12,000 2.2%

介護保険 3,402,000 3,249,000 153,000 4.7%

土地取得 170 339 △ 169 △49.9%

十里木高原簡易水道 78,730 47,360 31,370 66.2%

墓地事業 49,300 46,400 2,900 6.3%

事業会計 2,683,793 2,806,127 △ 122,334 △4.4%

水道事業会計 1,153,000 1,293,000 △ 140,000 △10.8%

下水道事業会計 1,530,793 1,513,127 17,666 1.2%

　総　　　合　　　計 32,655,993 32,219,226 436,767 1.4%

（注）水道事業会計・下水道事業会計は、収益的支出額と資本的支出額の合計額を記載

◎一般会計　歳入歳出予算　　

〇予算編成の基本的な考え方

〇予算額増減の主な要因

区　　　分 平成31年度平成30年度 増減額 増減率 中期財政計画

一般財源額 13,459,542 13,681,822 △ 222,280 △1.6% 13,088,387

うち財政調整基金取崩額 652,303 981,116 △ 328,813 △33.5% 359,849

　平成31年度当初予算は、平成30年度当初より取り組んでいる行財政構造改革の集中取り組み期間であることか
ら、新規事業を原則禁止とし、既存事業は継続的に見直しを行い、今後も健全な財政運営を維持していくことを目標
とした。歳入・歳出ともに構造改革を着実に推進することを念頭に、事業の緊急性・優先度を見極めたうえで、「裾野
市の持続的発展」に向けた予算編成を行った。

・主な増額：ふるさと納税返礼品送付委託、御宿台保育園指定管理、裾野市長泉町衛生施設組合負担金、企業立
地促進事業費補助金、土地区画整理事業、深良小・富岡第一小校舎耐震等事業、富岡第二小体育館新築事業、元
利償還金など
・主な減額：国民健康保険特別会計繰出金、敬老会事業、高齢者医療費助成事業、民間幼児施設整備事業費補助
金、富士山南東消防組合負担金、消防団車両整備事業、公立保育園・幼稚園の運営費用の予算計上方法の変更
など

被保険者の減などによるもの

被保険者の増などによるもの

被保険者の増などによるもの

積立金の減によるもの

公営企業法適用準備によるもの

企業債償還金の増などによるもの

　主な増減理由

維持補修工事の増によるもの

工事請負費、企業債償還金の減によ
るもの
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歳入の主な増減

区　　　分 平成31年度平成30年度 比較増減 増減率

○市税 10,652,900 10,338,600 314,300 3.0%

・個人市民税 3,177,900 3,201,500 △ 23,600 △0.7%

・法人市民税 1,501,400 1,217,700 283,700 23.3%

・固定資産税 5,104,000 5,046,400 57,600 1.1%

　　土地 1,776,000 1,762,000 14,000 0.8%

　　家屋 1,884,000 1,835,000 49,000 2.7%

　　償却資産 1,392,000 1,400,000 △ 8,000 △0.6%

・市たばこ税 317,200 341,100 △ 23,900 △7.0%

・都市計画税 411,000 404,000 7,000 1.7%

129,372 114,341 15,031 13.1% 私立保育園保育料の増

279,998 804,083 △ 524,085 △65.2%

○国庫支出金 2,881,864 2,598,612 283,252 10.9%

○県支出金 1,133,127 1,002,731 130,396 13.0%

○寄附金 67,726 22,001 45,725 大幅増

○繰入金 1,154,121 1,403,418 △ 249,297 △17.8%

○諸収入 882,654 937,594 △ 54,940 △5.9%

○市債 2,133,000 1,469,600 663,400 45.1%

市債内訳

・福祉保健会館改修事業費 110,600 105,200 5,400 5.1%

・新火葬施設整備事業費 314,600 0 314,600 皆増

・道路新設改良費 160,900 224,600 △ 63,700 △28.4%

・橋梁維持費 123,300 110,600 12,700 11.5% 東名跨道橋撤去事業費の増

・土地区画整理事業 417,300 120,700 296,600 大幅増

・富岡第二小学校屋内運動場
危険改築事業費

196,700 37,200 159,500 大幅増

・小学校校舎耐震補強・大規
模改造事業費

365,600 41,200 324,400 大幅増

・臨時財政対策債 0 222,000 △ 222,000 皆減

（単位：千円）

主な増減理由

実績見込による減

○分担金及び負担金

○使用料及び手数料

企業業績見込による増

公立保育園・幼稚園運営費用の予算
計上方法の変更等による

ふるさと納税の増など

財政調整基金、都市施設建設基金繰
入金の減など

労働金庫貸付金（過年度分）の減など

起債対象事業費の減

新火葬施設整備事業

普通交付税不交付団体を見込むため

富岡第二小学校体育館新築工事

深良小・富岡第一小校舎耐震補強・大
規模改造工事

起債対象事業費の増
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歳出の主な増減

〇目的別経費 （単位：千円）

平成31年度平成30年度 増減額 増減率

・総務費 2,270,032 2,278,102 △ 8,070 △0.4%

・民生費 5,707,286 6,194,778 △ 487,492 △7.9%

・衛生費 2,774,127 2,349,394 424,733 18.1%

・労働費 448,919 529,221 △ 80,302 △15.2%

・農林水産業費 316,696 334,553 △ 17,857 △5.3%

・商工費 457,543 219,427 238,116 大幅増

・土木費 3,276,625 3,141,942 134,683 4.3%

・消防費 764,359 877,741 △ 113,382 △12.9%

・教育費 2,989,242 2,660,795 328,447 12.3%

〇性質別経費 （単位：千円）

平成31年度 平成30年度 増減額 増減率

･人件費 3,055,768 3,081,034 △ 25,266 △0.8%

・扶助費 3,440,786 3,865,270 △ 424,484 △11.0%

・物件費 3,911,311 3,869,646 41,665 1.1%

・補助費等 2,759,984 2,460,547 299,437 12.2%

・投資、出資、貸付金 660,273 770,045 △ 109,772 △14.3%

・繰出金 1,340,863 1,296,885 43,978 3.4%

・普通建設事業費 3,789,638 3,086,502 703,136 22.8%

(1）補助事業費 1,835,914 941,402 894,512 95.0%

(2）単独事業費 1,953,724 2,145,100 △ 191,376 △8.9%

地方債及び基金　年度末現在高見込み （単位：千円）

平成31年度平成30年度 増減額 増減率 市民 1人あたり(単位：円）

地方債 19,631,108 19,462,635 168,473 0.9%

基金 6,955,574 7,852,653 △ 897,079 △11.4%

　うち財政調整基金 4,139,935 4,539,138 △ 399,203 △8.8%

　うち都市施設建設基金 1,379,819 1,724,619 △ 344,800 △20.0%

52,001 人

　主な増減理由

ふるさと納税返礼品発送委託の増、
人件費の減など

民間幼児施設整備事業費補助金の減
など

新火葬施設整備事業による裾野市長
泉町衛生施設組合負担金の増など

勤労者住宅建設資金助成制度の改正
に伴う減

林地台帳整備事業委託の減など

企業立地促進事業費補助金、ｵﾘﾝﾋﾟｯ
ｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ推進事業費の増など

2市1町の負担割合の変更による富士
山南東消防組合負担金の減など

深良小・富岡第一小校舎耐震補強・大
規模改造事業費の増など

　主な増減理由

再任用職員の減など

固定資産評価関連事業費、指定管理
事業費の増、賃金の減など

新火葬施設建設による負担金の増な
ど

勤労者住宅建設資金助成制度の改正
による減など

償還金・委託料の増による下水道事
業会計繰出金の増など

東名跨道橋撤去事業費、富岡第二小
学校体育館新築事業費の増など

裾野駅周辺整備事業費の増など

377,514

133,758

79,613

26,534

図書館駐車場建設工事費の減など

深良小・富岡第一小校舎耐震補強・大
規模改造事業費の増など

生活保護費、児童扶養手当の増、高
齢者医療費助成事業費の減など
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路
の

新
設

・
拡

幅
の

一
部

に
対

し
、

補
助

を
す

る
こ

と
で

、
良

好
な

市
街

地
の

開
発

を
促

進
す

る
。

1
0
,2

8
7

1
0
,2

8
7

0

0

1

《
 新

規
 》

0
5
,0

0
0

ま
ち

づ
く
り

課

6

1
0
0
,0

0
0

　
誰

も
が

安
心

安
全

に
岩

波
駅

を
利

用
す

る
た

め
、

駅
構

内
に

ｴ
ﾚ
ﾍ

ﾞｰ
ﾀ
ｰ

等
を

整
備

し
ﾊ

ﾞﾘ
ｱ

ﾌ
ﾘ
ｰ

化
を

図
る

。
ま

た
、

通
勤

時
の

混
雑

緩
和

の
た

め
に

、
上

り
専

用
の

ﾎ
ｰ

ﾑ
の

新
設

工
事

に
対

し
て

助
成

す
る

。
【
工

期
：
Ｈ

2
9
～

3
2
年

度
】

　
市

民
ｻ

ｰ
ﾋ
ﾞｽ

の
向

上
を

図
る

た
め

、
ﾏ
ｲ
ﾅ

ﾝ
ﾊ

ﾞｰ
ｶ
ｰ

ﾄﾞ
を

用
い

て
住

民
票

等
を

ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾞﾆ

ｴ
ﾝ
ｽ

ｽ
ﾄｱ

で
取

得
で

き
る

ｻ
ｰ

ﾋ
ﾞｽ

を
提

供
す

る
。

　
防

災
行

政
無

線
の

ﾃ
ﾞｼ

ﾞﾀ
ﾙ

化
に

伴
う

機
器

、
施

設
の

更
新

の
た

め
、

平
成

2
7
～

4
0
年

度
ま

で
の

1
4
年

間
で

市
内

全
域

の
防

災
行

政
無

線
を

ﾃ
ﾞｼ

ﾞﾀ
ﾙ

施
設

に
更

新
す

る
。

平
成

3
1
年

度
に

は
、

屋
外

子
局

1
1
局

を
更

新
す

る
。

　
市

民
生

活
の

安
心

・
安

全
の

た
め

、
裾

野
赤

十
字

病
院

に
対

し
救

急
医

療
事

業
、

医
療

機
器

購
入

費
、

医
師

の
事

務
負

担
軽

減
を

目
的

と
し

た
職

員
の

配
置

に
対

し
て

助
成

す
る

。

7
,1

5
3

0

0
0

1
3
1
,8

0
0

0
0

6
1
,9

1
2

3
7
,3

5
0

7
3
,0

0
0

0

企
画

政
策

課

7
,1

5
3

市
民

課
0

3

《
 継

続
 》
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事
業

財
  
源

  
内

  
訳

頁

№
国

庫
支

出
金

県
支

出
金

地
方

債
そ

の
他

一
般

財
源

担
当

課
事

業
コ

ー
ド

新
ｴ
ﾈ

ﾙ
ｷ

ﾞｰ
機

器
等

（
防

災
・
減

災
対

応
型

）
設

置
補

助
事

業
P

 9
9

(4
2
0
)

新
火

葬
施

設
整

備
事

業
P

 1
0
2

(4
2
4
)

福
祉

保
健

会
館

改
修

工
事

P
 1

0
5

(4
0
9
)

三
世

代
同

居
支

援
補

助
事

業
P

 1
2
3

(7
0
1
)

（
仮

称
）
神

山
深

良
線

整
備

事
業

P
 1

3
3

(8
0
3
)

平
松

踏
切

道
外

1
改

良
事

業
P

 1
3
8

(8
3
2
)

市
道

2
0
0
1
・
2
0
0
6
号

線
整

備
事

業
P

 1
3
4

(8
0
9
)

4
2
0
,9

3
5

6
6
,9

6
5

8
,0

0
0

2
2
,0

0
0

1
1
,5

5
0

《
 継

続
 》

1
3
8
,3

4
0

0

1
0
,0

0
0

《
 継

続
 》

0
0

0
1
0
,0

0
0

産
業

振
興

課

0

0
5
2
,1

0
0

2
,7

4
0

健
康

推
進

課
0

0
6
,8

6
5

建
設

課
/

建
設

管
理

課

9
,4

0
0

0
1
,0

5
0

建
設

管
理

課
0

《
 継

続
 》

00

0
7
,1

7
5

建
設

管
理

課

《
 継

続
 》

《
 継

続
 》

6
,3

3
5

生
活

環
境

課
87

1
1
0
,6

0
0

1
1

5
6
,3

7
5

《
 継

続
 》

0
4
9
,2

0
0

2
5
,0

0
0

0
3
1
4
,6

0
0

事
 業

 費

　
地

球
温

暖
化

防
止

対
策

お
よ

び
防

災
・
減

災
対

策
を

推
進

す
る

た
め

、
新

ｴ
ﾈ

ﾙ
ｷ

ﾞｰ
機

器
の

購
入

費
用

に
対

し
て

助
成

す
る

。

0
0

事
　

　
業

　
　

　
(事

業
概

要
）

0

1
0
0
,0

0
0

5
,8

0
0

0
5
,8

0
0

生
活

環
境

課

　
長

泉
町

と
共

同
で

、
平

成
3
3
年

度
中

の
供

用
開

始
を

目
指

し
新

火
葬

施
設

を
整

備
す

る
た

め
、

裾
野

市
長

泉
町

衛
生

施
設

組
合

に
負

担
金

を
支

出
す

る
。

　
建

築
後

2
4
年

が
経

過
し

老
朽

化
が

進
ん

で
い

る
こ

と
か

ら
、

3
ヵ

年
（
平

成
2
9
年

度
か

ら
平

成
3
1

年
度

）
を

か
け

て
大

規
模

改
修

工
事

を
実

施
す

る
。

平
成

3
1
年

度
は

空
調

設
備

そ
の

他
の

改
修

工
事

を
実

施
す

る
。

　
三

世
代

同
居

に
よ

る
家

族
の

支
え

あ
い

を
応

援
す

る
た

め
、

子
世

帯
及

び
親

世
帯

が
同

居
す

る
た

め
に

住
宅

の
取

得
ま

た
は

改
修

工
事

に
対

し
補

助
金

を
交

付
す

る
。

1
2

《
 新

規
 》

1
09

　
朝

夕
の

渋
滞

解
消

の
た

め
、

深
良

地
先

の
市

道
1
-
4
号

線
（
農

免
道

路
）
と

御
殿

場
市

神
山

地
先

の
道

路
を

整
備

し
、

交
通

の
円

滑
化

を
図

る
。

（
計

画
総

延
長

　
L
 ＝

2
.4

3
km

）

　
歩

行
空

間
の

確
保

等
通

学
路

の
交

通
安

全
対

策
及

び
踏

切
道

の
拡

幅
に

よ
る

事
故

対
策

を
図

る
た

め
、

平
松

外
1
地

先
等

の
踏

切
拡

幅
に

向
け

設
計

調
査

を
実

施
す

る
。

　
市

街
化

区
域

内
未

利
用

地
の

宅
地

化
を

図
り

利
便

性
・
防

災
性

を
向

上
す

る
た

め
、

東
西

地
区

（
市

街
化

区
域

）
道

路
整

備
計

画
に

基
づ

き
、

水
窪

地
先

の
市

道
2
0
0
1
号

線
及

び
市

道
2
0
0
6
号

線
を

拡
幅

整
備

す
る

。

1
3
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事
業

財
  
源

  
内

  
訳

頁

№
国

庫
支

出
金

県
支

出
金

地
方

債
そ

の
他

一
般

財
源

担
当

課
事

業
コ

ー
ド

橋
梁

長
寿

命
化

修
繕

・
耐

震
補

強
事

業
P

 1
3
5

(8
1
2
)

東
名

跨
道

橋
撤

去
事

業
P

 1
3
5

(8
1
2
)

宅
地

分
譲

促
進

事
業

P
 1

4
1

(8
6
3
)

深
良

ま
ち

づ
く
り

支
援

事
業

P
 1

4
2

(8
6
4
)

都
市

計
画

道
路

平
松

深
良

線
（
市

道
2
-
1
8
号

線
）
整

備
事

業
P

 1
3
8
・
1
4
4

(8
3
2
・
8
7
8
)

富
士

山
南

東
消

防
組

合
負

担
金

事
業

P
 1

4
9

(9
0
1
)

消
防

団
等

活
動

支
援

事
業

P
 1

4
9

(9
1
0
)

1
,8

5
7

1
2
,5

6
4

建
設

課
/

建
設

管
理

課
/

ま
ち

づ
く
り

課

《
 継

続
 》

0

1
6

1
4

　
将

来
の

交
通

需
要

及
び

市
街

地
の

発
展

に
対

応
す

る
た

め
、

①
市

道
2
-
1
8
号

線
（
深

良
地

区
と

裾
野

駅
周

辺
の

市
街

地
を

南
北

に
結

ぶ
幹

線
道

路
）
・
②

平
松

深
良

線
（
市

民
体

育
館

前
通

り
か

ら
千

福
公

文
名

線
、

佐
野

茶
畑

線
か

ら
駅

東
通

り
）
を

整
備

す
る

。

　
二

市
一

町
（
裾

野
市

・
三

島
市

・
長

泉
町

）
の

消
防

救
急

体
制

の
整

備
の

た
め

の
負

担
金

。
【
Ｈ

3
1
主

な
事

業
：
①

新
署

所
整

備
事

業
・
②

救
助

工
作

車
整

備
】

　
消

防
団

の
活

動
を

更
に

充
実

強
化

し
、

推
進

し
て

い
く
為

、
消

防
団

の
装

備
品

の
整

備
や

、
研

修
会

等
を

開
催

す
る

。

0
5
,0

0
0

ま
ち

づ
く
り

課

2
,0

0
0

1
5

1
4
6
,0

0
0

0

6
7
5
,7

7
3

建
設

管
理

課

0

《
 継

続
 》

0
0

建
設

管
理

課
1
5
0
,9

2
1

6
9
,0

8
0

0
6
3
,0

0
0

6
2
,1

3
9

0

《
 継

続
 》

0
危

機
管

理
課

6
0
,3

0
0

5
,0

0
0

《
 継

続
 》

《
 新

規
 》

《
 継

続
 》

6
7
5
,7

7
3

0

0
2
1
,5

4
1

1
8

2
3
0
,3

6
4

1
6
,0

0
00

2
,0

0
0

ま
ち

づ
く
り

課
1
7

0
9
,0

0
0

0
5
,7

0
8

0

7
4
,0

0
0

1
2
4
,0

0
00

《
 継

続
 》

2
0

7
7
,8

0
00

0

0
5
4
,5

7
4

事
　

　
業

　
　

　
(事

業
概

要
）

事
 業

 費

危
機

管
理

課

　
道

路
橋

の
安

全
性

の
向

上
及

び
延

命
化

を
図

る
た

め
、

定
期

点
検

及
び

工
事

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
地

震
等

の
大

規
模

災
害

時
で

も
通

行
が

可
能

に
な

る
よ

う
に

橋
の

耐
震

補
強

工
事

を
実

施
す

る
。

　
東

名
高

速
道

路
で

初
め

て
、

3
者

（
国

・
高

速
道

路
会

社
・
市

）
負

担
に

よ
る

跨
道

橋
（
東

名
千

福
橋

）
の

撤
去

を
行

う
。

平
成

3
1
・
3
2
年

の
2
か

年
事

業
総

事
業

費
：
3
0
0
,0

0
0
千

円
　

※
ﾈ

ｸ
ｽ

ｺ
中

日
本

負
担

分
を

加
え

る
と

4
3
2
,0

0
0
千

円

　
市

街
化

区
域

内
の

未
利

用
地

の
優

良
宅

地
化

を
促

進
す

る
た

め
、

基
準

を
満

た
し

た
宅

地
分

譲
事

業
に

対
し

て
助

成
す

る
。

　
深

良
新

市
街

地
構

想
を

推
進

す
る

に
あ

た
り

、
こ

れ
か

ら
の

ま
ち

づ
く
り

の
在

り
方

や
、

具
現

化
に

向
け

た
手

法
に

つ
い

て
、

市
域

全
域

の
中

か
ら

位
置

付
け

を
考

え
ら

れ
る

よ
う

深
良

地
区

を
支

援
す

る
。

1
9
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事
業

財
  
源

  
内

  
訳

頁

№
国

庫
支

出
金

県
支

出
金

地
方

債
そ

の
他

一
般

財
源

担
当

課
事

業
コ

ー
ド

（
3
）

文
化

資
源

を
守

り
、

育
て

、
活

か
す

ま
ち

　
す

そ
の

4
1
,5

3
0

0
4
,4

0
0

9
,3

0
0

2
0
,7

0
0

7
,1

3
0

深
良

用
水

通
水

3
5
0
周

年
記

念
事

業
P

 4
2

(2
0
1
)

市
民

文
化

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

大
規

模
改

修
事

業
P

 1
8
0

(1
0
8
8
)

２
.す

べ
て

の
起

点
と

な
る

ひ
と

づ
く

り
“

共
育

”
1
,0

2
8
,0

5
4

1
9
1
,2

0
2

3
8
,2

3
3

5
6
9
,3

0
0

1
0
2
,8

7
5

1
2
6
,4

4
4

（
1
）

人
と

人
の

関
係

を
豊

か
に

す
る

ま
ち

　
す

そ
の

7
5
,3

8
6

2
,5

0
0

8
3
3

7
,0

0
0

2
,4

9
5

6
2
,5

5
8

ｼ
ﾃ
ｨﾌ

ﾟﾛ
ﾓ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

推
進

事
業

P
 4

7

(2
1
0
)

定
住

・
移

住
促

進
事

業
P

 4
7

(2
1
0
)

ふ
る

さ
と

納
税

推
進

事
業

P
 4

7

(2
1
0
)

富
岡

地
区

ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ﾃ
ｨｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

ﾘ
ﾆ
ｭ
ｰ

ｱ
ﾙ

事
業

P
 5

8

(2
5
4
)

戦
略

広
報

課

0
0

0
0

3
6
5

4
,1

2
5

4
,4

0
0

《
 継

続
 》

生
涯

学
習

課
9
,3

0
0

　
開

館
か

ら
2
8
年

を
経

過
し

た
こ

と
か

ら
、

安
全

性
、

機
能

性
、

省
ｴ
ﾈ

ﾙ
ｷ

ﾞｰ
性

に
優

れ
た

設
備

に
ﾘ

ﾆ
ｭ
ｰ

ｱ
ﾙ

す
る

。
　

・
ﾎ

ｰ
ﾙ

ﾄｲ
ﾚ
改

修
（
洋

式
化

）
工

事
　

・
ｴ
ﾝ
ﾄﾗ

ﾝ
ｽ

空
調

改
修

（
実

施
設

計
）

3
7
,1

3
0

0
0

0
0

3
0
,0

9
4

戦
略

広
報

課

0
富

岡
支

所
7
,0

0
0

0
2
,5

1
0

行
政

課
2
1

4
,4

0
0

0

《
 新

規
 》

2
0
,7

0
0

7
,1

3
0

0

0

2
2

2
4

《
 継

続
 》

3
6
5

0

《
 継

続
 》

《
 継

続
 》

2
6

9
,5

1
0

0

　
2
0
2
0
年

に
深

良
用

水
通

水
3
5
0
周

年
を

迎
え

る
た

め
、

記
念

誌
の

作
成

、
既

存
の

深
良

用
水

沿
革

誌
の

電
子

化
な

ど
を

行
う

。

2
5

3
0
,0

9
4

　
市

の
魅

力
を

創
出

し
、

ﾌ
ﾞﾗ

ﾝ
ﾄﾞ

力
や

認
知

度
の

ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟを

図
る

と
と

も
に

、
県

内
外

へ
戦

略
的

な
情

報
発

信
を

行
う

た
め

、
市

公
式

ﾏ
ｽ

ｺ
ｯ
ﾄｷ

ｬ
ﾗ
ｸ
ﾀ
ｰ

“
す

そ
の

ん
”
の

活
用

や
ﾌ
ｨﾙ

ﾑ
ｺ
ﾐｯ

ｼ
ｮﾝ

な
ど

の
充

実
を

図
る

。

　
裾

野
市

の
Ｐ

Ｒ
と

共
に

定
住

・
移

住
を

促
進

す
る

た
め

、
①

移
住

ｾ
ﾐﾅ

ｰ
出

展
　

②
移

住
促

進
用

ﾊ
ﾟ

ﾝ
ﾌ
ﾚ
ｯ
ﾄの

作
成

　
等

を
実

施
す

る
。

　
裾

野
市

の
特

産
品

や
観

光
施

設
招

待
券

等
を

返
礼

品
と

し
た

「
ふ

る
さ

と
納

税
」
制

度
を

活
用

し
、

市
の

Ｐ
Ｒ

と
合

わ
せ

て
寄

附
額

の
増

額
を

見
込

む
。

ふ
る

さ
と

納
税

（
歳

入
）
予

算
額

（
H

3
0
：
2
0
,0

0
0
千

円
、

H
3
1
：
6
0
,0

0
0
千

円
）

　
ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ﾃ
ｨの

拠
点

と
し

て
の

利
便

性
を

高
め

る
た

め
、

老
朽

化
が

進
む

設
備

等
の

改
修

や
ﾊ

ﾞﾘ
ｱ

ﾌ
ﾘ
ｰ

化
す

る
と

と
も

に
、

地
域

の
防

災
拠

点
と

す
る

た
め

耐
震

補
強

を
図

る
。

H
3
1
　

実
施

設
計

　
　

H
3
2
　

ﾘ
ﾆ
ｭ
ｰ

ｱ
ﾙ

工
事

事
　

　
業

　
　

　
(事

業
概

要
）

事
 業

 費

0
0

0

0

戦
略

広
報

課

2
3

《
 継

続
 》

4
,1

2
5

0
0
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事
業

財
  
源

  
内

  
訳

頁

№
国

庫
支

出
金

県
支

出
金

地
方

債
そ

の
他

一
般

財
源

担
当

課
事

業
コ

ー
ド

土
砂

災
害

・
洪

水
ﾊ

ｻ
ﾞｰ

ﾄﾞ
ﾏ

ｯ
ﾌ
ﾟ作

成
事

業
P

 7
3

(2
8
7
)

市
民

協
働

推
進

事
業

P
 6

0

(2
3
6
)

社
会

体
育

振
興

事
業

P
 1

8
3

(1
0
9
0
)

（
２

）
み

ん
な

で
子

育
て

す
る

ま
ち

　
す

そ
の

1
0
2
,0

7
9

3
2
,1

4
4

3
0
,5

2
0

0
3
8
0

3
9
,0

3
5

子
育

て
支

援
講

座
開

催
事

業
　

(み
ら

い
の

ﾊ
ﾟﾊ

ﾟﾏ
ﾏ

ｽ
ｸ
ｰ

ﾙ
事

業
)

P
 8

5

(3
4
0
)

放
課

後
児

童
室

運
営

事
業

P
 8

6

(3
4
1
)

　
地

域
に

お
け

る
子

育
て

支
援

体
制

強
化

事
業

　
（
子

育
て

相
談

支
援

員
配

置
事

業
）

P
 8

5

(3
4
0
)

3
5

1
3
,5

3
6

2
,4

6
0

0
0

1
1
,0

7
6

1
2
,7

2
1

0

3
0
,1

7
4

9
4
,9

7
0

3
4
,6

2
2

3
0
,1

7
4

0
0

《
 継

続
 》

0
0

1
3
8

3
1

教
育

総
務

課

子
育

て
支

援
課

《
 継

続
 》

4
0
0

3
2

《
 継

続
 》

0

戦
略

広
報

課

1
3
8

0
0

0
0

0

《
 継

続
 》

4
0
0

子
育

て
支

援
課

中
学

生
を

対
象

に
妊

娠
と

年
齢

の
関

係
、

「
親

」
と

な
る

こ
と

の
大

切
さ

や
責

任
な

ど
に

つ
い

て
、

正
確

な
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

で
、

将
来

の
結

婚
観

、
家

庭
観

の
醸

成
を

図
る

。

　
平

成
3
0
年

度
か

ら
市

内
す

べ
て

の
児

童
室

を
民

間
委

託
と

し
、

保
護

者
（
育

成
会

）
の

負
担

軽
減

、
指

導
員

の
安

定
確

保
等

を
図

っ
て

い
る

。
平

成
3
1
年

度
か

ら
は

対
象

児
童

が
小

学
6
年

生
ま

で
拡

大
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
一

部
児

童
室

で
は

学
校

余
裕

教
室

を
児

童
室

と
し

て
活

用
し

待
機

児
童

ゼ
ロ

に
取

り
組

む
。

　
子

育
て

支
援

員
を

ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄに

配
置

す
る

こ
と

に
加

え
て

、
保

健
師

と
連

携
の

下
、

家
庭

訪
問

を
実

施
し

、
母

親
の

孤
立

感
や

育
児

不
安

の
解

消
に

努
め

る
。

0
0

8
3
3

0

生
涯

学
習

課
1
2
,7

5
6

0

0
1
,6

6
7

危
機

管
理

課
2
7

5
,0

0
0

2
,5

0
0

《
 継

続
 》

《
 継

続
 》

3
0

　
平

時
に

お
い

て
市

内
の

危
険

箇
所

を
認

識
し

て
お

く
こ

と
に

よ
り

、
発

災
時

に
市

民
が

迅
速

、
的

確
に

避
難

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

、
こ

れ
ま

で
別

々
に

作
成

し
て

い
た

土
砂

災
害

と
洪

水
の

ﾊ
ｻ

ﾞｰ
ﾄﾞ

ﾏ
ｯ
ﾌ
ﾟを

一
つ

に
ま

と
め

作
成

す
る

。

　
市

民
活

動
団

体
等

に
よ

る
地

域
活

動
の

支
援

の
た

め
以

下
の

事
業

を
行

う
。

・
市

民
活

動
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

運
営

事
業

・
新

し
い

公
共

を
担

う
活

動
主

体
育

成
事

業
・
市

民
協

働
事

業
補

助
金

・
地

域
づ

く
り

学
習

会
補

助
事

業
・
き

れ
い

な
ま

ち
づ

く
り

推
進

事
業

　
市

民
の

健
康

増
進

や
競

技
振

興
の

た
め

、
市

民
・
市

内
ｽ

ﾎ
ﾟｰ

ﾂ
団

体
の

活
動

や
、

ｽ
ﾎ

ﾟｰ
ﾂ
を

す
る

環
境

を
整

え
る

た
め

の
支

援
を

行
う

。

事
　

　
業

　
　

　
(事

業
概

要
）

事
 業

 費

2
9

2
8
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事
業

財
  
源

  
内

  
訳

頁

№
国

庫
支

出
金

県
支

出
金

地
方

債
そ

の
他

一
般

財
源

担
当

課
事

業
コ

ー
ド

み
ん

な
で

子
育

て
す

る
ま

ち
推

進
事

業
P

 8
6

(3
4
0
)

産
婦

健
診

・
産

後
ｹ

ｱ
事

業
P

 9
6

(4
0
2
)

図
書

館
読

書
推

進
事

業
P

 1
8
2

(1
0
6
2
)

【
ふ

じ
の

く
に

地
域

少
子

化
突

破
戦

略
応

援
事

業
】

　
子

育
て

ﾗ
ｲ
ﾌ
ﾞﾗ

ﾘ
ｰ

　
～

本
を

核
と

し
て

子
育

て
す

る
取

組
～

P
 1

8
2

(1
0
6
2
)

（
３

）
子

ど
も

達
の

生
き

る
力

を
育

む
ま

ち
　

す
そ

の
8
5
0
,5

8
9

1
5
6
,5

5
8

6
,8

8
0

5
6
2
,3

0
0

1
0
0
,0

0
0

2
4
,8

5
1

幼
児

を
対

象
と

し
た

外
国

文
化

ふ
れ

あ
い

事
業

P
 8

9
・
1
7
1

(3
4
5
・
1
0
4
5
)

ほ
ん

も
の

と
ふ

れ
あ

う
学

習
事

業
P

 1
5
6

(1
0
0
6
)

3
4
6

鈴
木

図
書

館

0
0

1
,3

3
9

鈴
木

図
書

館
0

0

0

事
 業

 費

　
未

就
学

児
と

保
護

者
に

対
し

継
続

し
た

子
育

て
支

援
を

行
い

、
父

親
が

積
極

的
に

親
子

読
書

（
家

庭
で

の
読

み
聞

か
せ

）
に

興
味

を
持

ち
子

育
て

に
関

わ
る

こ
と

を
目

的
と

し
、

①
ｾ

ｶ
ﾝ
ﾄﾞ

ﾌ
ﾞｯ

ｸ
事

業
(2

歳
児

に
絵

本
の

ﾌ
ﾟﾚ

ｾ
ﾞﾝ

ﾄ）
、

②
子

育
て

関
連

ﾌ
ﾞｯ

ｸ
ﾄﾚ

ｰ
ﾄﾞ

(絵
本

の
交

換
会

、
子

育
て

講
座

)、
③

暗
闇

図
書

館
等

の
魅

力
あ

る
ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄを

実
施

す
る

。

0
0

0
1
,6

5
0

学
校

教
育

課

0
保

育
課

0
0

0
3
,0

0
4

3
4

3
5

1
,3

3
9

0

《
 継

続
 》

3
6

6
9
2

2
2
0

3
8

《
 継

続
 》

1
,6

5
0

0

3
7

《
 継

続
 》

3
,0

0
4

《
 継

続
 》

3
,9

4
0

1
,9

7
0

0
1
,9

7
0

0

0

0
3
4
6

0
0

3
8
0

事
　

　
業

　
　

　
(事

業
概

要
）

0

《
 継

続
 》

健
康

推
進

課

子
育

て
支

援
課

3
3

《
 継

続
 》

6
0
0

　
子

育
て

に
や

さ
し

い
ま

ち
の

実
現

に
向

け
て

、
地

域
全

体
が

子
育

て
を

応
援

し
、

男
性

も
女

性
も

家
庭

と
仕

事
の

両
立

が
で

き
る

機
運

を
醸

成
す

る
た

め
、

ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ・

ｾ
ﾐﾅ

ｰ
等

各
種

事
業

を
長

泉
町

と
合

同
で

実
施

す
る

。

　
産

後
う

つ
の

予
防

や
新

生
児

へ
の

虐
待

防
止

等
を

図
る

観
点

か
ら

、
出

産
後

間
も

な
い

時
期

の
産

婦
に

対
し

健
康

診
査

を
行

う
。

ま
た

、
出

産
後

の
母

親
及

び
そ

の
新

生
児

が
、

保
健

指
導

を
必

要
と

す
る

場
合

、
母

体
を

保
護

し
、

保
健

指
導

等
の

ｻ
ｰ

ﾋ
ﾞｽ

を
提

供
す

る
事

業
を

行
う

。

　
親

子
の

交
流

や
本

に
触

れ
る

機
会

の
増

加
を

図
り

つ
つ

、
図

書
館

の
継

続
的

な
利

用
を

促
進

す
る

た
め

、
以

下
の

事
業

を
実

施
す

る
。

①
ﾌ
ｧ
ｰ

ｽ
ﾄﾌ

ﾞｯ
ｸ
事

業
②

子
ど

も
連

れ
親

子
交

流
促

進
事

業
③

ﾗ
ｲ
ﾌ
ﾞﾗ

ﾘ
ｰ

ﾄｰ
ｸ
・
作

家
の

講
演

会
企

画
運

営
事

業
④

親
子

読
書

推
進

・
子

育
て

支
援

事
業

　
保

育
園

・
幼

稚
園

に
外

国
語

指
導

助
手

（
A

L
T
）
を

配
置

し
、

挨
拶

や
簡

単
な

会
話

、
歌

、
ｹ

ﾞｰ
ﾑ

を
楽

し
む

こ
と

を
通

じ
て

、
幼

少
期

か
ら

外
国

語
や

異
文

化
に

慣
れ

親
し

む
機

会
を

つ
く
る

。

　
児

童
・
生

徒
が

文
化

・
芸

術
を

鑑
賞

し
た

り
、

外
部

講
師

（
ﾄｯ

ﾌ
ﾟｱ

ｽ
ﾘ
ｰ

ﾄ・
芸

術
家

な
ど

）
の

講
演

を
聴

く
な

ど
、

ほ
ん

も
の

と
ふ

れ
合

う
機

会
を

設
定

す
る

。
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事
業

財
  
源

  
内

  
訳

頁

№
国

庫
支

出
金

県
支

出
金

地
方

債
そ

の
他

一
般

財
源

担
当

課
事

業
コ

ー
ド

「
学

び
の

森
」
運

営
事

業
P

 1
5
3

(1
0
0
5
)

学
力

向
上

ﾎ
ﾞﾗ

ﾝ
ﾃ
ｨｱ

事
業

P
 1

5
5

(1
0
0
6
)

深
良

小
学

校
校

舎
耐

震
補

強
・
大

規
模

改
造

事
業

P
 1

5
8

(1
0
1
1
)

富
岡

第
一

小
学

校
校

舎
耐

震
補

強
・
大

規
模

改
造

事
業

P
 1

5
8

(1
0
1
1
)

富
岡

第
二

小
学

校
体

育
館

新
築

事
業

P
 1

5
8

(1
0
1
1
)

３
．

ま
ち

や
ひ

と
を

豊
か

に
す

る
産

業
づ

く
り

“
共

栄
”

3
4
4
,2

5
9

2
0
,6

1
9

9
9
,1

5
0

2
5
,9

0
0

4
,4

5
0

1
9
4
,1

4
0

（
１

）
企

業
・

事
業

所
と

と
も

に
歩

む
ま

ち
　

す
そ

の
2
5
2
,1

7
7

0
9
7
,2

0
0

0
0

1
5
4
,9

7
7

中
小

企
業

支
援

事
業

P
 1

2
3

(7
0
1
)

企
業

立
地

促
進

事
業

P
 1

2
5

(7
1
1
)

0

1
5
1
,2

7
7

産
業

振
興

課

教
育

総
務

課

2
6
1
,3

0
0 0

《
 継

続
 》

4
4

2
,5

0
0

0

4
5

《
 継

続
 》

2
4
8
,4

7
7

0

　
産

業
の

発
展

や
多

様
化

を
促

進
す

る
た

め
、

経
営

革
新

・
技

術
開

発
、

販
路

拡
大

等
に

取
り

組
む

市
内

中
小

企
業

に
対

し
、

利
子

補
給

や
補

助
等

の
支

援
を

実
施

す
る

。

　
企

業
の

誘
致

及
び

立
地

維
持

を
図

る
た

め
、

事
業

用
地

取
得

費
、

建
物

機
械

設
備

取
得

費
等

に
対

し
助

成
す

る
。

1
9
6
,7

0
0

6
2
,0

0
0

3
,6

4
2

3
6
1
,0

0
0

6
5
,7

5
8

0

6
5
,8

7
6

4
,7

4
7

学
校

教
育

課

0
0

1
3
,4

1
5

学
校

教
育

課
0

0 0
4
2
0

3
9

　
自

主
的

な
学

習
を

希
望

す
る

児
童

生
徒

の
指

導
の

た
め

に
、

放
課

後
や

夏
休

み
に

学
力

向
上

ﾎ
ﾞﾗ

ﾝ
ﾃ
ｨｱ

を
配

置
し

、
き

め
細

や
か

な
学

習
支

援
体

制
を

つ
く
る

。

事
　

　
業

　
　

　
(事

業
概

要
）

事
 業

 費

4
3

《
 継

続
 》

3
2
8
,1

0
0

4
0

《
 継

続
 》

4
2
0

2
,1

3
3

1
0
4
,3

0
0

1
0
,0

0
0

0
0

2
8
,0

0
0

4
2

0

1
,6

4
3

1
,0

7
7

教
育

総
務

課
　

耐
震

診
断

の
結

果
、

耐
震

性
能

が
劣

る
こ

と
が

判
明

し
た

た
め

、
耐

震
補

強
及

び
大

規
模

改
造

工
事

を
行

う
。

（
H

3
0
：
実

施
設

計
、

H
3
1
・
3
2
工

事
）

　
耐

震
診

断
の

結
果

、
耐

震
性

能
が

劣
る

こ
と

が
判

明
し

た
が

、
現

施
設

の
立

地
状

況
を

考
慮

し
、

隣
接

地
に

体
育

館
を

新
築

す
る

。
（
H

3
0
：
用

地
取

得
、

実
施

設
計

、
H

3
1
工

事
）

教
育

総
務

課
4
1

《
 継

続
 》

1
4
3
,0

0
0

2
4
,9

2
4

　
耐

震
診

断
の

結
果

、
耐

震
性

能
が

劣
る

こ
と

が
判

明
し

た
た

め
、

耐
震

補
強

及
び

大
規

模
改

造
工

事
を

行
う

。
（
H

3
0
：
実

施
設

計
、

H
3
1
・
3
2
工

事
）

産
業

振
興

課

《
 継

続
 》

1
3
,4

1
5

0
0

0
2
,5

0
0

9
7
,2

0
0

《
 継

続
 》

　
子

ど
も

に
質

の
高

い
教

育
を

提
供

し
て

い
く
た

め
に

、
「
学

び
の

森
」
を

設
置

・
運

営
す

る
。

「
学

び
の

森
」
で

は
専

門
的

な
指

導
員

を
配

置
し

、
①

教
職

員
の

研
修

体
制

の
充

実
 ②

学
校

と
地

域
の

連
携

協
力

の
推

進
 ③

児
童

生
徒

、
保

護
者

と
の

教
育

相
談

 に
あ

た
る

。
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事
業

財
  
源

  
内

  
訳

頁

№
国

庫
支

出
金

県
支

出
金

地
方

債
そ

の
他

一
般

財
源

担
当

課
事

業
コ

ー
ド

ﾕ
ﾆ
ﾊ

ﾞｰ
ｻ

ﾙ
ﾃ
ﾞｻ

ﾞｲ
ﾝ
ﾀ
ｸ
ｼ
ｰ

導
入

補
助

事
業

P
 1

2
4

(7
1
0
)

（
２

）
地

域
資

源
を

活
用

し
た

豊
か

な
産

業
の

ま
ち

　
す

そ
の

6
1
,5

4
4

8
,3

5
0

1
,2

0
0

2
5
,9

0
0

4
,4

5
0

2
1
,6

4
4

地
域

農
業

担
い

手
支

援
事

業
P

 1
1
4

(6
0
8
)

有
害

鳥
獣

捕
獲

従
事

者
育

成
支

援
事

業
P

 1
1
4

(6
0
8
)

景
観

作
物

促
進

事
業

P
 1

1
5

(6
1
1
)

地
域

戦
略

作
物

活
性

化
事

業
P

 1
1
4

(6
0
8
)

【
地

方
創

生
推

進
交

付
金

事
業

】

　

裾
野

市
発

　
屋

上
緑

化
推

進
事

業
P

1
1
4

(6
0
8
)

深
良

柏
木

田
・
西

原
耕

地
ほ

場
整

備
事

業
P

1
1
6

(6
2
2
)

0
0

5
1

8
,0

0
0

4
,0

0
0

2
,5

0
0

1
,4

0
0

0
2
,5

0
0

1
,3

3
0

0

農
林

振
興

課

農
林

振
興

課

0

0

《
 継

続
 》

1
,3

3
0

0
0

0

事
　

　
業

　
　

　
(事

業
概

要
）

1
,2

0
0

0
0

0

0

　
農

業
の

担
い

手
を

確
保

す
る

た
め

、
農

業
用

機
械

・
施

設
導

入
費

用
や

販
路

拡
大

の
た

め
の

展
示

会
出

展
費

用
等

に
対

し
て

助
成

す
る

。

有
害

鳥
獣

捕
獲

従
事

者
の

減
少

に
対

応
す

る
た

め
、

有
害

鳥
獣

捕
獲

に
従

事
す

る
た

め
に

必
要

な
狩

猟
免

許
の

取
得

に
要

す
る

経
費

を
補

助
す

る
。

荒
廃

農
地

の
解

消
及

び
有

効
活

用
を

図
る

た
め

、
市

民
協

働
で

景
観

作
物

を
栽

培
す

る
団

体
に

対
し

、
費

用
の

一
部

を
補

助
す

る
。

　
農

業
の

6
次

産
業

化
と

特
産

物
の

創
出

を
図

る
た

め
、

そ
ば

等
を

地
域

戦
略

作
物

に
位

置
づ

け
、

作
付

け
等

に
対

し
て

補
助

を
行

う
。

　
事

業
者

組
織

の
運

営
支

援
の

継
続

と
と

も
に

、
販

路
開

拓
・
拡

大
等

に
よ

る
収

益
力

の
強

化
を

図
り

、
緑

化
作

物
の

特
産

化
・
雇

用
の

拡
大

を
目

指
す

。

　
農

業
基

盤
整

備
に

よ
る

営
農

環
境

改
善

の
た

め
、

県
営

に
よ

る
深

良
柏

木
田

・
西

原
地

区
ほ

場
整

備
事

業
費

の
一

部
を

負
担

す
る

。

《
 新

規
 》

農
林

振
興

課

5
0

事
 業

 費

《
 継

続
 》

《
 継

続
 》

0
1
,2

0
0

産
業

振
興

課

0
1
0
0

農
林

振
興

課

0

1
0
0

0
0

0

農
林

振
興

課

5
2

《
 継

続
 》

1
,8

0
0

4
,0

0
0

農
林

振
興

課
0

4
7

《
 継

続
 》

1
,4

0
0

市
内

ﾀ
ｸ
ｼ
ｰ

事
業

者
が

乗
り

降
り

し
や

す
い

ﾕ
ﾆ
ﾊ

ﾞｰ
ｻ

ﾙ
ﾃ
ﾞｻ

ﾞｲ
ﾝ
ﾀ
ｸ
ｼ
ｰ

導
入

す
る

際
、

国
の

補
助

制
度

と
協

調
し

1
台

あ
た

り
6
0
万

円
の

補
助

を
行

う
。

4
6

4
8

《
 新

規
 》

4
9

0
0

1
,6

0
0

0
2
0
0

0
0

0
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事
業

財
  
源

  
内

  
訳

頁

№
国

庫
支

出
金

県
支

出
金

地
方

債
そ

の
他

一
般

財
源

担
当

課
事

業
コ

ー
ド

県
営

林
道

裾
野

愛
鷹

線
整

備
事

業
P

1
1
9

(6
5
3
)

交
流

人
口

拡
大

ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ事

業
P

1
2
6

(7
2
0
)

体
験

型
観

光
ﾌ
ﾟﾛ

ｸ
ﾞﾗ

ﾑ
事

業
P

1
2
6

(7
2
0
)

ｽ
ﾎ

ﾟｰ
ﾂ
ﾂ
ｰ

ﾘ
ｽ

ﾞﾑ
事

業
P

1
2
7

(7
2
0
)

ｵ
ﾘ
ﾝ
ﾋ
ﾟｯ

ｸ
・
ﾊ

ﾟﾗ
ﾘ
ﾝ
ﾋ
ﾟｯ

ｸ
推

進
事

業
P

1
2
7

(7
5
0
)

ｵ
ﾘ
ﾝ
ﾋ
ﾟｯ

ｸ
・
ﾊ

ﾟﾗ
ﾘ
ﾝ
ﾋ
ﾟｯ

ｸ
関

連
環

境
整

備
事

業
P

 1
1
9
・
1
3
4
.1

3
5

(6
5
3
.8

0
6
.8

0
9
)

ふ
じ

の
く
に

静
岡

ﾃ
ﾞｽ

ﾃ
ｨﾈ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

ｷ
ｬ
ﾝ
ﾍ

ﾟｰ
ﾝ
事

業
P

1
2
6

(7
2
0
)

0
2
,5

6
5

5
7

《
 新

規
 》

3
,3

2
0

0
0

0
0

3
,3

2
0

産
業

振
興

課

5
8

6
,4

5
0

1
,0

8
3

産
業

振
興

課

産
業

振
興

課
0

　
観

光
交

流
人

口
の

増
加

を
目

的
に

、
静

岡
県

下
一

斉
に

開
催

す
る

ﾃ
ﾞｽ

ﾃ
ｨﾈ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

ｷ
ｬ
ﾝ
ﾍ

ﾟｰ
ﾝ

（
H

3
0
年

度
か

ら
3
ヵ

年
）
に

参
加

し
、

効
果

的
な

情
報

発
信

に
取

り
組

み
、

市
の

魅
力

を
高

め
る

取
り

組
み

を
ｱ

ﾋ
ﾟｰ

ﾙ
す

る
。

　
（
平

成
3
0
年

度
：
前

年
・
平

成
3
1
年

度
：
本

番
・
平

成
3
2
年

度
：
ｱ

ﾌ
ﾀ
ｰ

）

5
6

《
 継

続
 》

0
0

農
林

振
興

課

4
,3

5
0

《
 新

規
 》

1
2
,7

6
5

0
1
,2

0
0

9
,0

0
0

産
業

振
興

課

0
0

《
 継

続
 》

4
,2

9
6

1
5
,3

0
0

0

　
観

光
産

業
の

振
興

を
図

る
た

め
、

太
陽

生
命

ｳ
ｨﾒ

ﾝ
ｽ

ﾞｾ
ﾌ
ﾞﾝ

ｽ
ﾞｼ

ﾘ
ｰ

ｽ
ﾞ富

士
山

裾
野

御
殿

場
大

会
の

誘
致

に
加

え
、

首
都

圏
か

ら
の

距
離

的
優

位
性

や
富

士
山

の
壮

麗
な

景
色

と
山

麓
の

標
高

を
活

か
し

、
陸

上
競

技
の

「
準

高
地

ﾄﾚ
ｰ

ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ」

合
宿

誘
致

を
促

進
す

る
。

0

5
4

事
　

　
業

　
　

　
(事

業
概

要
）

事
 業

 費

0
0

0

5
3

《
 継

続
 》

0

　
林

業
振

興
の

た
め

、
愛

鷹
山

麓
地

域
の

既
存

林
道

を
結

ぶ
県

営
に

よ
る

森
林

基
幹

林
道

（
総

延
長

約
1
8
ｋ
ｍ

）
整

備
事

業
費

の
一

部
を

負
担

す
る

。
（
事

業
期

間
約

1
8
年

）

　
地

域
資

源
を

活
用

し
た

観
光

振
興

を
図

る
た

め
、

「
ﾊ

ﾟﾉ
ﾗ
ﾏ
ﾛ
ｰ

ﾄﾞ
」
「
中

央
公

園
」
「
市

内
ｺ
ﾞﾙ

ﾌ
場

」
を

活
用

し
た

観
光

ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄを

開
催

し
、

交
流

人
口

の
拡

大
を

目
指

す
。

1
,7

0
0

3
,4

5
0

8
4
6

産
業

振
興

課

0
0

1
7
,0

0
0

5
9

《
 継

続
 》

1
,0

8
3

5
5

《
 継

続
 》

1
,5

0
0

0
0

0
1
,0

0
0

5
0
0

農
林

振
興

課
建

設
管

理
課

建
設

課

　
地

域
資

源
を

活
用

し
、

更
な

る
裾

野
市

の
魅

力
を

発
信

す
る

た
め

、
「
お

ん
ぱ

く
」
形

式
の

参
加

型
ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄを

実
施

す
る

。

　
東

京
2
0
2
0
ｵ

ﾘ
ﾝ
ﾋ
ﾟｯ

ｸ
の

男
子

自
転

車
ﾛ
ｰ

ﾄﾞ
ﾚ
ｰ

ｽ
の

ｺ
ｰ

ｽ
の

一
部

が
当

市
を

通
る

こ
と

か
ら

、
ｵ

ﾘ
ﾝ

ﾋ
ﾟｯ

ｸ
・
ﾊ

ﾟﾗ
ﾘ
ﾝ
ﾋ
ﾟｯ

ｸ
の

開
催

に
向

け
、

ｼ
ﾃ
ｨﾄ

ﾞﾚ
ｯ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ等

に
よ

る
気

運
の

醸
成

を
図

る
と

と
も

に
、

ﾚ
ｶ
ﾞ

ｼ
ｰ

の
創

出
に

向
け

た
取

り
組

み
を

実
施

す
る

。

　
東

京
2
0
2
0
ｵ

ﾘ
ﾝ
ﾋ
ﾟｯ

ｸ
の

自
転

車
ﾛ
ｰ

ﾄﾞ
ﾚ
ｰ

ｽ
ｺ
ｰ

ｽ
周

辺
を

整
備

す
る

。
・
ｺ
ｰ

ｽ
沿

線
森

林
景

観
整

備
事

業
・
ｺ
ｰ

ｽ
沿

線
環

境
整

備
（
市

道
1
-
1
6
号

線
舗

装
等

）

2
,1

0
0
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事
業

財
  
源

  
内

  
訳

頁

№
国

庫
支

出
金

県
支

出
金

地
方

債
そ

の
他

一
般

財
源

担
当

課
事

業
コ

ー
ド

（
３

）
働

く
ひ

と
の

チ
ャ

レ
ン

ジ
を

応
援

す
る

ま
ち

　
す

そ
の

3
0
,5

3
8

1
2
,2

6
9

7
5
0

0
0

1
7
,5

1
9

【
地

方
創

生
推

進
交

付
金

事
業

】
産

業
連

携
地

域
ﾌ
ﾟﾗ

ｯ
ﾄﾌ

ｫ
ｰ

ﾑ
運

営
事

業
　

（
産

業
基

本
計

画
に

基
づ

く
産

業
の

活
性

化
）

P
 1

2
4

(7
1
0
)

【
ふ

じ
の

く
に

地
域

少
子

化
突

破
戦

略
応

援
事

業
】

　
女

性
の

就
業

・
起

業
支

援
実

施
事

業
P

1
2
4

(7
1
0
)

移
住

・
就

業
支

援
事

業
P

1
2
4

(7
1
0
)

　
東

京
2
3
区

在
住

者
ま

た
は

東
京

圏
在

住
で

東
京

2
3
区

へ
の

通
勤

者
が

、
市

内
に

移
住

し
、

指
定

の
事

業
所

に
就

職
し

た
場

合
や

、
「
社

会
性

」
「
事

業
性

」
「
必

要
性

」
の

観
点

を
持

っ
て

取
り

組
む

社
会

的
事

業
を

起
業

し
た

場
合

に
補

助
金

を
交

付
す

る
。

　
富

士
山

の
す

そ
野

で
分

野
を

越
え

た
ｲ
ﾉﾍ

ﾞｰ
ｼ
ｮﾝ

が
起

こ
る

ま
ち

と
し

て
魅

力
を

高
め

、
新

た
な

事
業

創
造

や
起

業
を

呼
び

込
み

続
け

る
地

域
、

企
業

と
地

域
産

業
の

連
携

促
進

を
図

る
た

め
に

設
立

さ
れ

た
「
産

業
連

携
地

域
ﾌ
ﾟﾗ

ｯ
ﾄﾌ

ｫ
ｰ

ﾑ
」
を

活
用

し
推

進
す

る
。

　
同

時
に

個
人

事
業

者
及

び
中

小
企

業
の

起
業

や
販

路
拡

大
を

支
援

し
、

市
内

産
業

の
活

性
化

を
図

る
た

め
、

専
門

機
関

と
連

携
し

た
相

談
会

等
を

実
施

す
る

。

　
女

性
の

働
き

や
す

い
就

業
環

境
を

つ
く
り

、
女

性
に

特
化

し
た

起
業

・
就

業
相

談
等

の
事

業
を

実
施

す
る

。

産
業

振
興

課

事
　

　
業

　
　

　
(事

業
概

要
）

事
 業

 費

0
1
5
,5

0
0

産
業

振
興

課

6
1

《
 継

続
 》

2
,5

3
8

0

6
0

2
5
,0

0
0

9
,5

0
0

0
0 0

0
1
,2

6
9

産
業

振
興

課

《
 継

続
 》

1
,2

6
9

6
2

《
 新

規
 》

3
,0

0
0

1
,5

0
0

7
5
0

0
0

7
5
0
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平
成
3
1
年
度

当
初
予
算
の
概
要

裾
野
市
長

髙
村

謙
二
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平
成

31
年
度
主
要
事
業

1

「
住
み
た
い
ま
ち
裾
野
」
の
ま
ち
づ
く
り

“共
生
”

す
べ
て
の
起
点
と
な
る
ひ
と
づ
く
り

“共
育
”

ま
ち
や
ひ
と
を
豊
か
に
す
る
産
業
づ
く
り

“共
栄
”

裾
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略


⺠
間
活
⼒
を
利
⽤
し
た
道
路
整

備
補
助
事
業


新
火
葬
施
設
整
備
事
業


三
世
代
同
居
支
援
補
助
事
業


平
松
踏
切
道
外
1改

良
事
業


東
名
跨
道
橋
撤
去
事
業


深
良
⽤
⽔
通
⽔
35
0周

年
記
念

事
業


ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業


富
岡
地
区
ｺﾐ
ｭﾆ
ﾃｨ
ｾﾝ
ﾀｰ
ﾘﾆ
ｭｰ
ｱﾙ

事
業


土
砂
災
害
・
洪
水
ﾊｻ
ﾞｰ
ﾄﾞ
ﾏｯ
ﾌﾟ

作
成
事
業


放
課
後
児
童
室
運
営
事
業


富
岡
第
二
小
学
校
体
育
館
新
築

事
業


ﾕﾆ
ﾊﾞ
ｰｻ
ﾙﾃ
ﾞｻ
ﾞｲ
ﾝﾀ
ｸｼ
ｰ導
入
補
助

事
業


有
害
鳥
獣
捕
獲
従
事
者
育
成
支

援
事
業


裾
野
市
発

屋
上
緑
化
推
進
事

業


ｽﾎ
ﾟｰ
ﾂﾂ
ｰﾘ
ｽﾞ
ﾑ事
業


ｵﾘ
ﾝﾋ
ﾟｯ
ｸ・
ﾊﾟ
ﾗﾘ
ﾝﾋ
ﾟｯ
ｸ推
進
事

業


移
住
・
就
業
支
援
事
業

－16－



「
住
み
た
い
ま
ち
裾
野
」
の
ま
ち
づ
く
り

“共
生
”

将
来

新
規

継
続

CP

事 業 概 要

事 業 費 主 な 取 組 み 内 容

⺠
間
活
⼒
を
利
⽤
し
た
道
路
整
備
補
助
事
業

2

新
規


接
続
道
路
が
な
い
こ
と
か

ら
宅
地
利
⽤
が
さ
れ
な
い

市
街
化
区
域
未
利
⽤
地
に

対
処
し
、
良
好
な
市
街
地

の
開
発
を
促
進
す
る
。


⺠
間
事
業
者
に
よ
る
宅
地

開
発
に
伴
う
道
路
の
新

設
・
拡
幅
の
一
部
に
対
し
、

補
助
を
す
る
。


市
街
化
区
域
内
に
お
い
て
、
宅
地
分
譲
を
⽬
的

と
す
る
開
発
⾏
為
を
⾏
っ
た
⺠
間
事
業
者
に
対

し
、
新
設
⼜
は
拡
幅
さ
れ
る
道
路
の
⽤
地
⾯
積

1
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
7,
50

0円
補
助
す
る
も
の

（
建
設
部

ま
ち
づ
く
り
課
）

【
H3

1年
度
予
算
】

50
0万
円
（
市
単
独
費
）

≪
条
件

≫
・
市
街
化
区
域
内
に
お
け
る
開
発
⾏
為
で
あ
る
こ
と
。

・
都
市
計
画
法
に
規
定
す
る
開
発
許
可
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
こ
と
。

・
裾
野
市
道
認
定
基
準
等
に
関
す
る
要
綱
に
適
合
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

・
裾
野
市
開
発
⾏
為
に
伴
い
設
置
さ
れ
た
公
共
施
設
の
管

理
及
び
帰
属
要
綱
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

■
継
続
：
宅
地
分
譲
事
業
補
助
⾦

（
1区
画
当
た
り

20
万
円
か
つ

1事
業
上
限

20
0万
円
）
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「
住
み
た
い
ま
ち
裾
野
」
の
ま
ち
づ
く
り

“共
生
”

将
来

新
規

継
続

CP

事 業 概 要

事 業 費 主 な 取 組 み 内 容

新
火
葬
施
設
整
備
事
業

3


⻑
泉
町
と
共
同
で
、
平
成

33
年
度
中
の
供
⽤
開
始
を

目
指
し
火
葬
施
設
を
整
備


裾
野
市
⻑
泉
町
衛
⽣
施
設

組
合
に
負
担
⾦
を
拠
出

事
業
内
容
が
分
か
る
写
真
等

【
H3

1年
度
予
算
】

42
,0
94
万
円
（
裾
野
市
負
担
分
）


基
本
設
計
の
概
要

（
環
境
市
⺠
部

生
活
環
境
課
）

敷
地
面
積

17
,2
22

.5
5㎡

延
床
面
積

2,
99

0㎡
（
⽕
葬
施
設
本
体
：

2,
96

0m
2 )

構
造

地
上

2階
建
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、

一
部
鉄
骨
造

火
葬
炉
数

4炉
＋
将
来
増
設
炉

1炉

施
設

告
別
室

2室
・
収
骨
室

2室
・

待
合
室

5室
・
多
目
的
室

1室
等


ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

H2
9〜

H3
0年
度

基
本
計
画
・
基
本
設
計
・
実
施
設
計

H3
1〜

H3
3年
度

工
事

H3
3年
度
中

供
用
開
始

※
市
町
負
担
割
合
（
裾
野
市
：

55
.4
7％
・
⻑
泉
町
：

44
.5
3％
）

継
続 ※
完
成
イ
メ
ー
ジ

－18－



「
住
み
た
い
ま
ち
裾
野
」
の
ま
ち
づ
く
り

“共
生
”

将
来

新
規

継
続

CP

事 業 概 要

事 業 費 主 な 取 組 み 内 容

三
世
代
同
居
支
援
補
助
事
業

4

新
規


三
世
代
同
居
に
よ
る
家
族

の
支
え
あ
い
を
応
援
す
る
た

め
、
子
世
帯
及
び
親
世
代
が

同
居
す
る
た
め
に
住
宅
の
取

得
ま
た
は
改
修
工
事
に
対
し

補
助
⾦
を
交
付
す
る
。

（
産
業
部

産
業
振
興
課
）

【
H3

1年
度
予
算
】

1,
00

0万
円
（
市
単
独
費
）


補
助
要
件

・
住
宅
の
取
得
ま
た
は
改
修
の
費
⽤
に
対
し
て
助
成
。

・
裾
野
市
商
工
会
会
員
と
の
契
約
に
よ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

・
建
物
は
同
一
敷
地
内
に
あ
る
こ
と
。

・
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
適
正
に
建
築
さ
れ
た
住
宅

で
あ
る
こ
と
。

・
三
世
代
同
居
を

5年
以
上
継
続
す
る
予
定
で
あ
る

こ
と
。


補
助
額

取
得
（
新
築
、
購
入
）

経
費
の

10
%

上
限

10
0万
円

改
修
（
増
築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
）

経
費
の

10
%

上
限

50
万
円

－19－



「
住
み
た
い
ま
ち
裾
野
」
の
ま
ち
づ
く
り

“共
生
”

将
来

新
規

継
続

CP

事 業 概 要

事 業 費 主 な 取 組 み 内 容

平
松
踏
切
道
外

1改
良
事
業

5


歩
⾏
空
間
の
確
保
等
通
学

路
の
交
通
安
全
対
策
及
び

踏
切
道
の
拡
幅
に
よ
る
事

故
対
策
を
図
る
。


踏
切
道
へ
の
歩
道
設
置
等

を
⾏
う
。

【
H3

1年
度
予
算
】

2,
20

0万
円

（
内
国
庫
⽀
出
⾦

1,
15

5万
円
）


歩
道
設
置
・
踏
切
拡
張

等
（
市
道

2-
45
号
：
平
松
地
先
・
市
道

17
06
号
：
深
良
地
先
）

（
建
設
部

建
設
管
理
課
）

H3
3年
度
以
降
の
事
業
化
に
向
け
た
調
査
を
実
施

H2
9年
度

踏
切
道
改
良
促
進
法
に
よ
り
改
良
す
べ
き
踏
切
道
に

指
定
（

2箇
所
：
平
松
踏
切
道
・
新
川
踏
切
道
）

H3
0年
度

事
前
調
査
、
概
略
設
計
（
平
松
）
、
鉄
道
事
業
者
と

協
議

H3
1年
度

概
略
設
計
（
新
川
）
、
詳
細
設
計
（
平
松
）
、
鉄
道

事
業
者
と
協
議

H3
2年
度

詳
細
設
計
（
新
川
）
、
鉄
道
事
業
者
と
改
良
⽅
法
の

合
意
・
国
へ
改
良
計
画
の
提
出

H3
3年
度

以
降

事
業
化
（
用
地
買
収
・
工
事
等
）

※
防
災
・
安
全
交
付
⾦
対
象

（
特
に
重
点
配
分
を
⾏
う
事
業
）


ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

継
続
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「
住
み
た
い
ま
ち
裾
野
」
の
ま
ち
づ
く
り

“共
生
”

将
来

新
規

継
続

CP

事 業 概 要

事 業 費 主 な 取 組 み 内 容

東
名
跨
道
橋
撤
去
事
業

6

新
規


定
期
点
検
結
果
に
よ
り
修

繕
の
必
要
が
あ
る
と
判
断

さ
れ
た
東
名
⾼
速
道
路
跨

道
橋
に
お
い
て
、
利
⽤
実

績
が
な
い
橋
や
集
約
可
能

な
橋
は
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
を
考
慮
し
撤
去
す

る
。


平
成

31
・

32
年
の

2か
年

事
業
と
し
て
、
東
名
千
福

橋
を
撤
去
す
る
。

事
業
内
容
が
分
か
る
写
真
等

（
建
設
部

建
設
管
理
課
）

【
H3

1年
度
予
算
】

14
,6
00
万
円

（
内
国
庫
支
出
⾦

7,
40

0万
円
）


東
名
千
福
橋
の
撤
去
（
市
道

20
62
号
線
：
御
宿
地
先
）

※
防
災
・
安
全
交
付
⾦
事
業

（
国
・
高
速
道
路
会
社
・
市
の

3者
負
担
）


ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

H3
0年
度

ま
で

橋
梁
点
検
、

NE
XC

O中
日
本
と
協
議
・
基
本
協
定
締

結
、
設
計
委
託
、
地
元
説
明
会
開
催
、
閉
鎖
（
通
⾏

止
）

H3
1年
度

NE
XC

O中
日
本
と
細
目
協
定
締
結

撤
去
工
事
（
交
通
規
制
調
整
等
）

H3
2年
度

NE
XC

O中
日
本
と
協
議

撤
去
工
事
（
本
体
）

－21－



「
住
み
た
い
ま
ち
裾
野
」
の
ま
ち
づ
く
り

“共
生
”

将
来

新
規

継
続

CP

事 業 概 要

事 業 費 主 な 取 組 み 内 容

深
良
⽤
⽔
通
⽔
35
0周

年
記
念
事
業

7

新
規

CP


20

20
年
に
深
良
⽤
⽔
通
⽔

35
0周
年
を
迎
え
る
た
め
、

記
念
事
業
の
⼀
つ
と
し
て

記
念
誌
を
発
⾏
す
る
。

（
総
務
部

⾏
政
課
）

【
H3

1年
度
予
算
】

44
0万
円
（
全
額
、
県
支
出
⾦
）


沿
革
誌
（

S5
4.
2発
⾏
）
の
改
訂
を
⾏
う

≪
主
な
改
訂
点
≫


沿
⾰
誌
の
発
⾏
か
ら
世
界

か
ん
が
い
遺
産
登
録
ま
で

の
内
容
の
追
記


新
た
に
史
実
と
し
て
明
確

に
な
っ
た
内
容
の
更
新

－22－



す
べ
て
の
起
点
と
な
る
ひ
と
づ
く
り

“共
育
”

将
来

新
規

継
続

CP

事 業 概 要

事 業 費 主 な 取 組 み 内 容

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

8

継
続

CP


「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度

を
活
用
し
、
市
の
Ｐ
Ｒ
と

合
わ
せ
て
寄
付
額
の
増
額

を
⾒
込
む
。

（
企
画
部

戦
略
広
報
課

ｼﾋ
ﾞｯ
ｸﾌ
ﾟﾗ
ｲﾄ
ﾞ推
進
室
）

【
H3

1年
度
予
算
】

3,
01

0万
円
（
市
単
独
費
）


H3

0年
度

市
の
特
産
品
や
観
光
施
設
を
返
礼
品
と
し
て
積

極
的
に
追
加
す
る
こ
と
で
、
市
の
魅
⼒
発
信
を
す

る
と
共
に
、
寄
付
額
を
増
額
す
る
た
め
、
新
規
ふ

る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
へ
の
登
録
を
増
や
し
、
新
た

な
寄
付
者
の
獲
得
を
進
め
た


H3

1年
度

・
新
た
な
返
礼
品
の
開
発

・
新
規
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ

ト
へ
の
登
録
の
追
加

・
市
外
イ
ベ
ン
ト
等
で
の

PR

歳
入
目
標

6,
00

0万
円


ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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す
べ
て
の
起
点
と
な
る
ひ
と
づ
く
り

“共
育
”

将
来

新
規

継
続

CP

事 業 概 要

事 業 費 主 な 取 組 み 内 容

富
岡
地
区
ｺﾐ
ｭﾆ
ﾃｨ
ｾﾝ
ﾀｰ
ﾘﾆ
ｭｰ
ｱﾙ
事
業

9


富
岡
地
区
の
ｺﾐ
ｭﾆ
ﾃｨ
の
拠

点
と
し
て
活
性
化
を
図
る
。


⽼
朽
化
が
進
む
設
備
等
を

改
修
し
、
地
域
の
防
災
拠

点
と
す
る
た
め
、
耐
震
補

強
を
図
る
。


施
設
の
ﾊﾞ
ﾘｱ
ﾌﾘ
ｰ化
を
進

め
、
⾼
齢
者
に
も
利
⽤
し

や
す
い
施
設
と
す
る
。

富
岡
支
所
の
写
真

（
環
境
市
⺠
部

富
岡
支
所
）

H3
2年
度
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
⼯
事
完
了
予
定


リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
会
議
（

2回
）

市
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
案
に
対
し
て
、
住
⺠
側
の
意
⾒

を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
意
⾒
聴
取

【
H3

1年
度
予
算
】

95
1万
円
（
市
単
独
費
）

※
概
算
事
業
費
：
約

1億
3,
50

0万
円

H3
0年
度

基
本
設
計

H3
1年
度

実
施
設
計

H3
2年
度

ﾘﾆ
ｭｰ
ｱﾙ
工
事
着
手
⇒
⼯
事
完
了


ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

富
岡
地
区
ｺﾐ
ｭﾆ
ﾃｨ
ｾﾝ
ﾀｰ

≪
H3

0年
度

基
本
設
計
≫

継
続


ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

富
岡
地
区
内
の
住
⺠
を
対
象
に
、
利
⽤
状
況
の
調
査
や
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
関
す
る
意
⾒
聴
取
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す
べ
て
の
起
点
と
な
る
ひ
と
づ
く
り

“共
育
”

将
来

新
規

継
続

CP

事 業 概 要

事 業 費 主 な 取 組 み 内 容

土
砂
災
害
・
洪
水
ﾊｻ
ﾞｰ
ﾄﾞ
ﾏｯ
ﾌﾟ
作
成
事
業

10


平
時
に
お
い
て
市
内
の
危

険
個
所
を
認
識
し
て
お
く

こ
と
に
よ
り
、
発
災
時
に

市
⺠
が
迅
速
、
的
確
に
避

難
を
⾏
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
別
々

に
作
成
し
て
い
た
土
砂
災

害
と
洪
水
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
一
つ
に
ま
と
め

作
成
す
る
。

（
環
境
市
⺠
部

危
機
管
理
課
）

【
H3

1年
度
予
算
】

50
0万
円

（
内
国
庫
⽀
出
⾦

25
0万
円
、
県
⽀
出
⾦

84
万
円
）

●
土
砂
災
害
ﾊｻ
ﾞｰ
ﾄﾞ
ﾏｯ
ﾌﾟ
（

H2
7.
3、

H2
7.
12
作
成
）

●
洪
水
ﾊｻ
ﾞｰ
ﾄﾞ
ﾏｯ
ﾌﾟ
（

H2
5.
3作
成
）

継
続

既
存
の
ﾊｻ
ﾞｰ
ﾄﾞ
ﾏｯ
ﾌﾟ
を
最
新
の
内
容
を
反
映
し
た

も
の
に
更
新
す
る

土
砂
災
害
・
洪
水
ﾊｻ
ﾞｰ
ﾄﾞ
ﾏｯ
ﾌﾟ

≪
更
新
内
容

≫

土
砂
災
害
（
特
別
）
警
戒
区
域
の
追
加
（

H3
0.
9.
28
）


洪
⽔
浸
⽔
想
定
区
域
（
⻩
瀬
川
・
⼤
場
川
）
の
⾒
直
し

（
平
成

30
年
度
中
に
予
定
）
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す
べ
て
の
起
点
と
な
る
ひ
と
づ
く
り

“共
育
”

将
来

新
規

継
続

CP

事 業 概 要

事 業 費 主 な 取 組 み 内 容

放
課
後
児
童
室
運
営
事
業

継
続


平
成

30
年
度
か
ら
市
内
す
べ

て
の
児
童
室
を
⺠
間
委
託
と

し
、
保
護
者
（
育
成
会
）
の

負
担
軽
減
、
指
導
員
の
安
定

確
保
等
を
図
っ
て
い
る
。


平
成

31
年
度
か
ら
は
、
全
て

の
児
童
室
で
対
象
児
童
が
小

学
6年
⽣
ま
で
拡
⼤
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
一
部
児
童
室
で
は

学
校
余
裕
教
室
を
児
童
室
と

し
て
活
用
し
待
機
児
童
ゼ
ロ

に
取
り
組
む
。

（
教
育
部

教
育
総
務
課
）

【
H3

1年
度
予
算
】

9,
49

7万
円

（
国
庫
⽀
出
⾦
：

3,
01

7万
円
、
県
⽀
出
⾦
：

3,
01

7万
円
、

⼀
般
財
源
：

3,
46

2万
円
）

①
開
室
拡
大
の
対
象
児
童
室

東
⼩
、
⻄
⼩
、
富
岡
第
⼀
⼩
、
深
良
⼩
、
南
⼩
の

放
課
後
児
童
室
（

5支
援
増
加
）

②
全
児
童
室
で

6年
⽣
ま
で
の
受
⼊
れ

③
受
入
れ
拡
大
に
伴
う
施
設
整
備

余
裕
教
室
、
⺠
間
⼾
建
て
借
家
、
隣
接
公
共
施
設

等
を
活
用

H3
1年
度

平
成

31
年
度
当
初
に
改
修
⼯
事
着
⼯

同
年
度
内
全
施
設
⼯
事
完
了


ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
エ
ア
コ
ン
設
置
）

11
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す
べ
て
の
起
点
と
な
る
ひ
と
づ
く
り

“共
育
”

将
来

新
規

継
続

CP

事 業 概 要

事 業 費 主 な 取 組 み 内 容

富
岡
第
二
小
学
校
体
育
館
新
築
事
業

12

継
続


耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震

性
能
が
劣
る
こ
と
が
判
明

し
た
が
現
施
設
の
⽴
地
状

況
を
考
慮
し
隣
接
地
に
体

育
館
を
新
築
す
る
。

（
教
育
部

教
育
総
務
課
）

【
H3

1年
度
予
算
】

3億
2,
81

0万
円

（
国
庫
⽀
出
⾦
：

6,
57

6万
円
、
地
⽅
債
：

1億
9,
67

0万
円
、

そ
の
他
：

6,
20

0万
円
、
⼀
般
財
源
：

36
4万
円
）

H3
0年
度

実
施
設
計
、
用
地
取
得

H3
1年
度

体
育
館
新
設

H3
2年
度

旧
体
育
館
解
体
、
駐
⾞
場
整
備


ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

東
⽴
⾯
図

北
⽴
⾯
図

⻄
⽴
⾯
図

南
⽴
⾯
図

旧
体
育
館
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ま
ち
や
ひ
と
を
豊
か
に
す
る
産
業
づ
く
り

“共
栄
”

将
来

新
規

継
続

CP

事 業 概 要

事 業 費 主 な 取 組 み 内 容

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
タ
ク
シ
ー
導
入
補
助
事
業

13

新
規


市
内
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
乗

り
降
り
し
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
タ
ク
シ
ー

（
UD
タ
ク
シ
ー
）
を
導
入

す
る
際
、
国
の
補
助
制
度
と

協
調
し

1台
あ
た
り

60
万
円

の
補
助
を
⾏
う
。

※
UD
タ
ク
シ
ー

3⾞
種

ト
ヨ
タ
⾃
動
⾞

…
JP
NT

AX
I

⽇
産
⾃
動
⾞

…
NV

20
0、
セ
レ
ナ

（
産
業
部

産
業
振
興
課
）

【
H3

1年
度
予
算
】

12
0万
円
（
市
単
独
費
）

今
⾥
⼯
業
用
地

＜
補
助
目
的
＞

20
20
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
て
、
誰
も
が
利
⽤
し
や
す
い

UD
タ
ク

シ
ー
の
普
及
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
市
と
し

て
UD
タ
ク
シ
ー
購
入
費
の
一
部
を
補
助
す
る
。

＜
補
助
対
象
⾃
動
⾞
＞

UD
タ
ク
シ
ー
で
あ
っ
て
、
市
内
に
使
用
の
本
拠
の

位
置
を
有
す
る
も
の
。

＜
補
助
対
象
者
及
び
要
件
＞

・
市
内
に
本
社
ま
た
は
営
業
所
等
を
有
す
る
一
般

乗
⽤
旅
客
⾃
動
⾞
運
送
事
業
者

・
UD
タ
ク
シ
ー
の
購
入
に
当
た
り
国
及
び
県
か
ら

UD
タ
ク
シ
ー
の
購
入
補
助
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

CP
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ま
ち
や
ひ
と
を
豊
か
に
す
る
産
業
づ
く
り

“共
栄
”

将
来

新
規

継
続

CP

事 業 概 要

事 業 費 主 な 取 組 み 内 容

有
害
鳥
獣
捕
獲
従
事
者
育
成
支
援
事
業

14

新
規


農
作
物
を
鳥
獣
被
害
か
ら

守
る
た
め
に
は
鳥
獣
の
捕

獲
が
重
要
だ
が
、
担
い
手

の
猟
友
会
員
が
⾼
齢
を
理

由
に
退
会
減
少
し
、
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。


有
害
鳥
獣
捕
獲
従
事
者
の

減
少
に
対
応
す
る
た
め
、

有
害
鳥
獣
捕
獲
に
従
事
す

る
た
め
に
必
要
な
狩
猟
免

許
の
取
得
に
要
す
る
経
費

を
補
助
す
る
。

（
産
業
部

農
林
振
興
課
）

【
H3

1年
度
予
算
】

10
万
円
（
市
単
独
費
）

＜
事
業
概
要
＞

有
害
鳥
獣
捕
獲
に
従
事
す
る
た
め
に
必
要
な
狩
猟
免

許
の
取
得
に
要
す
る
経
費
に
対
し
、
補
助
⾦
を
交
付
。

＜
補
助
対
象
者
＞

市
内
に
在
住
す
る
者
、
裾
野
市
猟
友
会
に
入
会
し
有

害
鳥
獣
捕
獲
従
事
者
と
し
て
、

3年
以
上
継
続
的
に

活
動
す
る
者
と
し
、
新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た

者
に
補
助
⾦
を
⽀
給
す
る
。

＜
事
業
費
＞

上
限

1人
10
万
円

H3
1年
度

補
助
⾦
要
綱
の
制
定

HP
等
で
制
度
を

PR
し
、
市
⺠
へ
周
知


ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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ま
ち
や
ひ
と
を
豊
か
に
す
る
産
業
づ
く
り

“共
栄
”

将
来

新
規

継
続

CP

事 業 概 要

事 業 費 主 な 取 組 み 内 容

裾
野
市
発

屋
上
緑
化
推
進
事
業

15

将
来


平
成

27
年
度
か
ら
地
⽅
創
⽣

事
業
と
し
て
、
軽
量
・
薄
層

技
術
に
よ
る
付
加
価
値
の
高

い
緑
化
作
物
の
栽
培
方
法
を

確
⽴
す
る
た
め
、
試
験
圃
場

の
整
備
、
栽
培
に
取
り
組
ん

で
い
る
。


平
成

31
年
度
も
引
き
続
き
事

業
者
組
織
の
運
営
支
援
の
継

続
と
と
も
に
、
販
路
開
拓
・

拡
⼤
等
に
よ
る
収
益
⼒
の
強

化
を
図
り
、
緑
化
作
物
の
特

産
化
・
雇
用
の
拡
大
を
目
指

す
。

【
H3

1年
度
予
算
】

80
0万
円
（
地
方
創
生
事
業
費
）

（
内
国
庫
支
出
⾦

40
0万
円
）

い
わ
な
み
キ
ッ
チ
ン

（
産
業
部

農
林
振
興
課
）


軽
量
薄
層
緑
化
技
術
の
調
査
研
究

実
施
主
体
：
裾
野
市
環
境
緑
花
事
業
協
同
組
合


生
産
体
制
強
化

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
、
屋
上

緑
化
事
業
に
つ
い
て
、
軽
量
薄
層
緑
化
技
術
の
開
発
と
緑
化
作

物
の
栽
培
を
⾏
い
⾸
都
圏
に
売
り
込
む
こ
と
で
、
農
業
者
の
収

益
拡
大
、
荒
廃
農
地
の
解
消
、
新
産
業
の
創
出
を
図
る
。


育
苗
圃
場
、
試
験
施
工
箇
所
の
経
過
観
察
と
検
証


販
路
開
拓
、
拡
⼤


他
事
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
販
路
開
拓
及
び
拡
⼤


展
示
会
、
商
談
会
等
へ
の
出
展
に
よ
る
商
品
Ｐ
Ｒ


官
公
庁
等
へ
の
展
示
・
販
売
を
契
機
と
し
た
販
路
展
開


需
要
の
高
い
緑
化
作
物
の
選
定
と
育
苗


新
た
な
薄
層
緑
化
作
物
の
育
苗

継
続
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ま
ち
や
ひ
と
を
豊
か
に
す
る
産
業
づ
く
り

“共
栄
”

将
来

新
規

継
続

CP

事 業 概 要

事 業 費 主 な 取 組 み 内 容

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

16

継
続

CP
（
産
業
部

産
業
振
興
課
）

【
H3

1年
度
予
算
】

64
5万
円

（
国
庫
⽀
出
⾦
：

43
5万
円
、
⼀
般
財
源
：

21
0万
円
）


太
陽
生
命
ウ
ィ
メ
ン
ズ
セ
ブ
ン
ズ
シ
リ
ー
ズ
関
連

事
業
（
ラ
グ
ビ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）


サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
誘
客
や
「
準
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」
適
地
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致


県
内
⾼
校
・
実
業
団
に
陸
上
合
宿
を
提
案
し
、
試
験
的
利

用
の
実
施
等

全
国
各
地
か
ら
裾
野
市
へ
の
集
客
が
増
加

各
分
野
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
裾
野
市
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

活
躍
し
て
い
る
と
い
う
、
市
⺠
の
誇
り
が
醸
成

観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
関
連
事
業
の
新
規
顧
客
増
加

将
来


観
光
産
業
の
振
興
を
図
る

た
め
、
太
陽
生
命
ウ
イ
メ

ン
ズ
セ
ブ
ン
ズ
シ
リ
ー
ズ

富
士
山
裾
野
御
殿
場
大
会

を
誘
致
。


首
都
圏
か
ら
の
距
離
的
優

位
性
や
富
⼠
⼭
の
壮
麗
な

景
色
と
山
麓
の
標
高
を
活

か
し
、
陸
上
競
技
の
「
準

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
合

宿
誘
致
を
促
進
す
る
。
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ま
ち
や
ひ
と
を
豊
か
に
す
る
産
業
づ
く
り

“共
栄
”

将
来

新
規

継
続

CP

事 業 概 要

事 業 費 主 な 取 組 み 内 容

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
事
業

17

新
規

CP
（
産
業
部

産
業
振
興
課
）

【
H3

1年
度
予
算
】

33
2万
円
（
市
単
独
費
）


大
会
開
催
に
向
け
た
支
援

・
コ
ー
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
の
募
集


ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
教
育
の
振
興

・
機
運
醸
成
の
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
啓
発
品
の
制
作

・
市
⺠
向
け
講
演
会
の
開
催


お
も
て
な
し
と
観
光
・

産
業
振
興

・
観
光

PR
で
の
大
会
周
知

・
大
会
関
連
イ
ベ
ン
ト
の

開
催


市
⺠
と
共
に
記
憶
に
残
る

大
会
づ
く
り

・
「
東
京

20
20
公
認
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
の
推
進

将
来


東
京

20
20
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
⾃
転
⾞
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

競
技
（
男
子
）
が
、
当
市

を
含
む
コ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
る
。


大
会
組
織
委
員
会
や
県
、

御
殿
場
市
、
小
山
町
等
と

連
携
し
、
大
会
運
営
の
支

援
や
機
運
醸
成
、
レ
ガ

シ
ー
創
出
に
む
け
た
取
組

み
を
実
施
す
る
。
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ま
ち
や
ひ
と
を
豊
か
に
す
る
産
業
づ
く
り

“共
栄
”

将
来

新
規

継
続

CP

事 業 概 要

事 業 費 主 な 取 組 み 内 容

移
住
・
就
業
支
援
事
業

18

新
規


東
京

23
区
在
住
者
ま
た
は

東
京
圏
か
ら

23
区
へ
の
通

勤
者
が
市
内
に
移
住
し
、

指
定
の
事
業
所
に
就
職
し

た
場
合
や
、
「
社
会
性
」

「
事
業
性
」
「
必
要
性
」

の
観
点
を
持
っ
て
取
り
組

む
社
会
的
事
業
を
起
業
し

た
場
合
に
補
助
⾦
を
交
付

す
る
。

（
産
業
部

産
業
振
興
課
）

【
H3

1年
度
予
算
】

30
0万
円

（
国
庫
⽀
出
⾦
：

15
0万
円
、
県
⽀
出
⾦
：

75
万
円
、

⼀
般
財
源
：

75
万
円
）

＜
移
住
支
援
事
業
＞


対
象
者
：
東
京

23
区
の
在
住
者
ま
た
は
東
京
圏

在
住
で
東
京

23
区
へ
通
勤
し
て
い
る
者


⽀
援
内
容
：
移
住
し
、
地
⽅
公
共
団
体
が
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
の
対
象
と
し
た
中
小
企
業
等
に
就

職
し
た
場
合
、
最
大
で

10
0万
円
を
支
援

＜
起
業
支
援
事
業
＞


移
住
支
援
事
業
対
象
者
と
同
条
件


移
住
者
が
、
地
域
の
課
題
に
対
し
て
「
社
会

性
」
「
事
業
性
」
「
必
要
性
」
の
観
点
を
も
っ

て
取
り
組
む
社
会
的
事
業
を
起
業
し
た
場
合
、

最
大
で

20
0万
円
を
支
援

◎
「
移
住
」
か
つ
「
起
業
」
の
場
合
は
、

最
大
で

30
0万
円
を
支
援
。
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